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か、2 回目はよくわかりました。1 回目のときも当時の自分にとっては一大事でしたが、2 回目を経
験してから思い返すと「上げ膳据え膳の南極」という言葉をあてたくなるほどです。というわけで、
大層バタついた南極行きとなりましたが、おかげで 2 回も越冬することができ、いい経験をさせて



















貴重な 2 週間なのだと思います。 
船にまつわるもうひとつの思い出は、初代「しらせ」の最終航海に乗船したことです。初代「し







 2 回の越冬でもうひとつ印象に残っていることが、通信環境の変化です。最初に越冬した 2000-02
年は、電話、FAX、電子メールに、インマルサット衛星回線を利用していました。ウェブは見られ
ませんでした。電話は 30 分で 1 万円ほどかかりました。E メールの運用形態は常時接続ではなく
定期的に接続する形式で、「しらせ」では 1 日 3 回（日本時間の 6 時、12 時、18 時）、昭和基地で






の状況を少し振り返ってみると、国内では 1999 年にADSL が始まり、Yahoo!BB がADSL サービ




























た仕事が観測隊員の業務のひとつに加わった形です。48 次隊では、年間で 60 回、テレビ会議を実
施しました。 
４．苦しかった 10 年に、喜びを感じたこと  













私は 2000 年からの 10 年ほどの南極観測のことしか知りませんが、この 10 年で、南極観測はひ
とつの節目を通過したように思います。2002-04 年ころに、「しらせ」後継船の建造問題がありまし





































後継船予算問題の時期には、それに呼応するようにNHK 放送開始 50 周年と、朝日新聞創刊 130

























夏隊で 3 回南極観測に参加されている戸田茂さんも、南極でよく一緒になります。私が 42 次越
冬のとき、戸田さんは 43 次夏隊で南極へ来られ、大陸上での人工地震観測をされました。私が 48
次越冬のときには 49 次夏隊として来られて、夏の沿岸露岩域の観測はしょっちゅう一緒に出かけ
ました。戸田さんも大層ユニークな方で、一緒にキャンプをしながら、本当に楽しい毎日を過ごさ
せてもらいました。 
南極で過ごしている間は、特に京大の人だと意識して過ごすわけではありませんが、こうして振
り返ってみるとやっぱり京大ってすごいのだなあと思います。南極観測隊として声がかかること、
チャンスがあること、行けば立派に楽しく任務を達成すること。当然と言えば当然かもしれないけ
れど、これが当然であることがすでに京大特有のことだという気がします。立派な先輩方の仲間に
加われて、誇りに思います。 
